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＜連絡事項＞

· 石黒　信博　様　本日、診察室で主治医と家族の面談行なっている。来月中には措置入院形態解除予定。その後退院を考えていく。

· 西澤　久様。入眠困難、他室侵入等問題行動があり、主治医報告しセロクエル(25)2錠18日就床前薬から7日分臨時処方。以後は定期になります。本日、面会中に弟様より「何十年も前から夕方に寝て、夜中の2時・3時には起きていた。」と情報提供がある。

24日(火)9時～9時半に介護認定調査が来る為、スタッフ一名ついて下さい。

· 広報委員会より「ＦＯＲ」の掲載写真(冬景色)を再募集しています。12/4締め切りです。

· Ｂユニットの体温計が一本破損し、新しく一本補充できています。

· 来週の皮膚科は23日が祝日の為、25日(水)南病棟の次に実施しますので誘導お願いします。

· 明日の新型インフルエンザ予防接種対象者の予診表を記入の上朝8時半までに外来谷藤Ｎｓまで持ってきてください。9時には対象者へ接種出来るように一箇所に集めてください。

・今野　容子様～２０日の日赤病院受診は、本人の病状不安定さありスタッフが替わりに受診することになりました。また、受診時循環器科の薬は当院処方に変わり、泌尿器科は日赤病院受診していく。

＜隔離室入室患者様＞

畑中　成夫様～昨日はスタッフの顎を殴る行為見られ、反省するような発言は聞かれていません。本日は、3日間排便なく差し込み便器し少量の排便のみあり。主治医へ確認し、グリセリン浣腸指示あり施行し，反応便多量にあり。

小笠原　久年様～昨日・今日ともに問題行動ないが、夜間の睡眠は中途覚醒みられる。開放中の問題行動も無い。現在減薬中の為、妄想・幻聴・独語の出現等精神症状に注意してケアに努めましょう。

乙部　純一郎様～最近はおぼんや床などの破損行為見られています。今日は食事や服薬の際にスタッフ見守り破損行為はありません。便器周辺に尿失禁があり、今後食事の前後でトイレ誘導などするように、主治医へ状態報告しケアプランを立て直していく。

浜田　正彦様～昨日17時45分～主治医指示により終日隔離開始。今日は食事摂取時に腹臥位になり摂取しようとしていた。入院前より大量に飲酒していた事から今後は離脱症状の出現に注意して行きましょう。特にイライラ感や易怒性・焦燥感・不安感等もアルコールの離脱症状の可能性がある為観察して下さい。主治医指示により１５時４０分隔離解除となる。東Ａから東Ｄ17号室へ移動となっています。移動の際、東病棟のオートドアから出て行こうとしていた為今後の所在確認をして下さい。　月曜日にアルコール治療プログラム書類作成予定です。

勝田　ヒモエ様～経管栄養中ミトン使用により自己抜去はなく、泥状便より軟便に移行してきた。

上舘　ユキ様～日中・夜間の叫びは続いているが、時折声掛けには疎通とれている。今朝から37,0℃～37,4℃の微熱が続いている。挿入から2週間たつ為、胃管と膀胱留置カテーテルを交換しています。

＜心理チーム＞

・青木　典子様～心理検査実施予定だったが本人より、「幻聴かどうかわからないけど…何か言っているのはあります。自室やホールで過ごしても他者の目が気になる。」と話し、本人の精神不安定さがみられる為、再度20日(金)14時に検査予定です。

　　　　　　　主治医診察により、今日の就床前からジプレキサ１錠(就床前)５日分臨時処方。

＜勉強会＞

　医療ガス講習会

	
	ガス名
	容器塗色
	性質
	用途
	取り扱い上の注意

	1
	圧縮酸素
	黒色
	支燃性
	吸入療法、高気圧治療
	消費場所で火気厳禁、油脂類厳禁

	2
	液化亜酸化窒素(笑気)
	ねずみ色
	鎮痛麻酔作用

支燃性
	麻酔
	酸素との誤使用

	3
	液化炭酸ガス
	緑色
	不燃性

呼吸中枢興奮作用
	腹腔鏡下外科手術
	中毒作用あり

酸素との誤使用

	4
	圧縮窒素
	ねずみ色
	不燃性
	エアードリル

冷凍手術
	多噴出すると酸欠危険がある

	5
	液化窒素
	ねずみ色
	不燃性
	
	

	6
	滅菌ガス
	ねずみ色
	強い毒性がある酸化エチレン10％を越えるものは可燃性
	ガス滅菌
	消費場所の換気励行

火気厳禁

	7
	圧縮空気
	ねずみ色
	加圧下では支燃性
	人工呼吸器、高気圧治療
	酸素との誤使用


1 医療ガスの種類及び性質

2 医療ガスの容器

· 容器の材質は鋼鉄製、アルミ製、ＦＲＰ製がある。

· 容器には安全装置付きの開閉バルブが取り付けられている。

· 容器の大きさ例(鋼鉄製)
	· 内容積
	· 充填量
	· 外径ｍｍ
	· 長さｍｍ
	· 重量ｋｇ

	· 3.5Ｌ
	· 500Ｌ
	· 102
	· 575
	· 6

	· 10Ｌ
	· 1500Ｌ
	· 140
	· 850
	· 15

	· 40Ｌ
	· 6000Ｌ
	· 232
	· 1200
	· 50

	· 47Ｌ
	· 7000Ｌ
	· 232
	· 1380
	· 57


· 容器内のガスは圧縮ガス(ガス状)または、液化(液状)の状態で高い圧力、常温で充填されている。

圧縮ガス･･･圧縮酸素、圧縮窒素、圧縮空気

液化ガス･･･笑気、二酸化炭素、液化窒素、滅菌ガス

· 容器と配管塗色

	ガス名
	酸素
	炭酸
	笑気
	治療用空気
	窒素
	吸引
	駆動用空気
	麻酔ガス排除

	容器塗色
	黒
	緑
	ねずみ
	－
	ねずみ
	－
	－
	－

	病院の配管塗色
	緑
	だいだい
	青
	黄
	ねずみ
	黒
	褐
	マゼンタ

	記号
	Ｏ2
	ＣＯ2
	Ｎ2Ｏ
	ＡＩＲ
	Ｎ2
	ＶＡＣ
	ＳＴＡ
	ＡＧＳ


3 容器の移動と運搬

・容器を運搬する時は、専用の運搬車を使用し、手で運搬する場合はボンベの上下を両手で持つ事。片手でバルブを持って運搬すると、ガスが噴出することがあり危険である。

4 容器の貯蔵と保管

· 容器は直射日光を避け、通気換気の良い所に貯蔵し、常に40℃以下に保つ事。

· 容器は転倒しないように専用スタンドやボックスに収納するか、鎖などで固定すること。

· 容器置き場の周囲2ｍ以内は、火気または科学薬品などを置かないこと。

· 容器はガス種ごとに充填容器と空容器を区別して保管する事。

5 医療ガス使用上の注意点

· バルブは静かに開閉すること。

· 可燃性ガスはまたは、酸素を使用する設備から5ｍ以内には、喫煙および火気の使用を禁ずること。

